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Ryuボラ！『スポーツフェス in 瀬田東』

市民イベントの運営補助を通して学生が瀬田地域のまちづくり活動の一つを体験し、今後のボランティア活動のきっかけとするため
に、コーディネーター引率のもとで活動する。

瀬田キャンパスの地元である瀬田東学区で開催されるスポーツイベントで、本部での食券販売や模擬店運営（焼きそば、ポップコーン、
綿菓子、飲み物販売など）、ボッチャ体験ブースの運営など、地域住民に楽しんでもらえるようイベントを盛り上げました。事前準備や
後片付けも含め、朝早くから夕方まで活動しました。

沢山動いて沢山の人と関わって、今まで他人と関わること自体避けてきた自分だったけど、新しいことにチャレンジして大きな一歩を
踏み出せたと思った。大変だったけど自分の中でとても充実していた。
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26名　　参加人数
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協力団体 瀬田東学区スポーツ協会

Ryuボラ！『砂川夏まつり』

初めての学生でも参加しやすいようにコーディネーターの引率のもと、大学の近隣地域のまちづくりの現場に関わる事で、自身が地域の
担い手である事を実感する。

深草キャンパス東隣にある砂川小学校で開催される『砂川夏まつり』で、子ども遊びブースの運営や飲食ブースの販売補助、子ども
ボランティアのサポートを中心に活動しました。来場された地域住民の方々や子どもたちに楽しんでもらえるよう、イベントを盛り上
げました。

地域のお祭りには大勢の人々が運営に関わっていることを実感しました。ボランティアは体力をとても使い大変でしたが、それを超える
達成感と子どもたちが喜んでくれることにとてもやりがいを感じました。
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16名　　参加人数 協力団体 砂川夏まつり実行委員会

Ryuボラ！『森の風音』

今後のボランティア活動のきっかけとするために、コーディネーター引率のもとで瀬田地域の環境保全活動の一つを体験する。

瀬田キャンパスの隣にある『びわこ文化公園』西ゾーンの森林・里山整備に取り組む『森の風音』の活動を体験しました。枝垂れ桜や
ミツマタ等の苗木を植えるための穴掘り活動を行いました。活動後は団体の方に園内を案内してもらい、環境を保全していくために
継続して人の手を入れていく大切さを学びました。

代表の方が自ら木の根を切ってくださったり、木や花についてのお話をたくさん聞けて楽しかったです！桜や紅葉が綺麗な季節にまた
来ようと思います。
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8名　　参加人数 協力団体 森の風音

Ryuボラ！『障害者スポーツのつどい』

ボランティア活動をするきっかけづくりとして、コーディネーター引率のもと、実際に活動を体験する。
障がい者スポーツへの理解を深め、障がいの有無にかかわらず少しの配慮で共にスポーツを楽しめることを体感する。

月に一度開催されている「障害者スポーツのつどい」に参加し、運営サポートや実際に来場者の方と一緒に卓球バレーやトランポリン、
パラバルーンやバスケット等を楽しみました。運営をするだけでなく、一緒にスポーツを楽しむ事で来場者の皆さんと関係性を深め
ました。

スポーツを通していろいろな人と関わることで、協力し合えたり、喜びを分かち合えたりできるので、活動していて楽しかったです。
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8名　　参加人数 協力団体 一般社団法人京都障害者スポーツ振興会

2 ボランティアリーダー育成事業ボランティア初心者からスキルアップを目指す人等、レベルや興味関心
に応じた講座や体験の機会を用意しています。ボランティアリーダー育成事業2
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ボランティアについて基礎的な理解を深める

①ボランティアのイメージ
②ボランティアってなんだろう？
③ボランティアの魅力や活動の種類
④ボランティアに参加したいと思ったら？
⑤ボランティア・NPO活動センターの紹介

内
　容

ね
ら
い

災害ボランティアについて理解を深め、いざという時に、
状況を判断しながら動ける人材を育成する

①令和６年能登半島地震に関すること
②災害ボランティアって何だろう？（活動内容や歴史など）
③活動にあたって気を付けてほしいこと
④災害ボランティア体験談
⑤「龍谷大学災害復興支援ボランティア活動に伴う交通費
助成金」の説明

37名参加人数75名参加人数

内
　容

ね
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協力団体 認定NPO法人 日本ボランティア
コーディネーター協会（JVCA）

4名　　参加人数 協力団体 公益社団法人アジア協会アジア友の会

5名　　参加人数 協力団体 認定NPO法人アクセス -共生社会をめざす地球市民の会

インドネシアの教育と環境を実感するスタディツアー

海外のボランティア等に関心のある学生が貧困・福祉・環境問題など様々な課題を抱える国を訪れ、その現状に触れながら現地の
NPO・NGOなどとの交流を通じて体験的に学ぶ。

・経済発展途上のインドネシアを訪れ、その実情を教育と環境の観点から見て学び、考えました。
・国の今後の成長を支えるインドネシア大学生や子どもたちと交流したり、環境改善のための現地の活動に参加しました。
・現地訪問以外に、ツアーの学びを充実させるための事前学習や、帰国後には学びを言語化するための事後学習を行いました。

今までは日本のことしか見ていなかったけれど、インドネシアのことを知ることでさまざまな問題が世界全体で解決していかなければ
いけないことであると考えさせられました。様々な問題に対して自分には関係ないと思うのではなく、自分ごととして取り組みを行う
ことが必要であると思いました。

内
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フィリピンスタディツアー

海外のボランティア等に関心のある学生が貧困・福祉・環境問題など様々な課題を抱える国を訪れ、その現状に触れながら現地の
NPO・NGOなどとの交流を通じて体験的に学ぶ。

・マニラ首都圏の貧困地区と農漁村ペレーズを訪問し、住民へのインタビューや子どもたちとの交流、フェアトレード商品生産体験等
を行いました。
・戦後を生き抜いた人々のリアルなお話を聞き、戦争と貧困の繋がりについて学びました。
・現地訪問以外に、ツアーの学びを充実させるための事前学習や、帰国後には学びを言語化するための事後学習を行いました。

都市スラムでは普段から見ることができない街の様子や人々の普段の様子を見ることができたのが特に印象的でした。言葉は少し悪い
かもしれないですが、いまにも崩れそうな家に普通に人が住んでいて、普通に日常があったことにすごく衝撃を受けました。

内
　容

参
加
者
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ね
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ボランティアコーディネーションへの理解を深め、実践的
な取り組みの担い手として活動する力をつける。

認定NPO法人日本ボランティアコーディネーター協会と共
催で実施し、対面での講座と試験をおこないました。一
般、他大学生からの申込みも6名あり、幅広い方々にとって
受験の機会を創出する事が出来ました。

32名参加人数

協力団体 川田  虎男氏（NPO法人ハンズオン埼玉代表理事）

48名参加人数

内
　容

ね
ら
い

ボランティアやサークル活動等に取り組む学生のスキル
アップをめざす。

「リーダーってどんな人？」「リーダーシップって何？」
「フォロワーって？」等といったことを、理論や事例など
を交えながらワークショップを通して、一緒に考える講座
を実施しました。

内
　容

ね
ら
い

ボランティア入門講座
災害ボランティア入門講座 

～ボランティアする前に知っておこう！～

ボランティアコーディネーション力  
3級検定

リーダー養成講座  
「リーダーになりたい？なりたくない？」

～新時代に求められるリーダーの多様なカタチ～
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2ボランティアリーダー育成事業 訪問先の地域が抱える問題に触れるとともに、現地NPO/NGO等との交流を通して課題解決の
取り組みなどを体験的に学ぶプログラムを行っています。体験学習プログラム3




